
令和８年度前期 広島県地域医療介護総合確保事業

広島大学 歯学部口腔健康科学科口腔保健学

在宅歯科医療推進のための
歯科衛生士の資質向上事業

↓研修会の情報を掲載しています

Peatix Instagram

参加費

無料

お申込みは
各QRコードより
お願いいたします

広島大学歯学部口腔健康科学科口腔保健学

〒734-8553 広島県広島市南区霞１－２－３
TEL/FAX：082-257-5945

Mail：zaitakudh@hiroshima-u.ac.jp

6月6日㈯
15:00～17:20

場所：
広島大学
歯学部研究棟B ６階
デンタルスキルス
ラボ４

定員：20名

「回復期における脳損傷後の

コミュニケーション障害」

広島大学病院 特殊歯科総合治療部
言語聴覚士 山田 幸子 先生

内容： 失語症・高次脳機能障害・構音障害の
基本的な理解を深めます。また、各障害に応
じた適切なコミュニケーション方法を講義
および演習を通して習得します。

取得単位：
Ｃ 特定コース
「在宅歯科医療の基礎」
ⅡA、ⅩA（2単位）

6月14日㈰
10:00～12:20

場所：
広島大学
歯学部研究棟A ６階
A622

定員：14名

「造血幹細胞移植患者における
口腔健康管理」

広島大学病院 診療支援部 歯科部門
歯科衛生士 長沼 希保 先生

内容： 血液疾患の種類や特徴について整理
するとともに、造血幹細胞移植後に生じる口腔
内合併症への理解を深めます。さらに、移植
患者に対する適切な口腔健康管理の方法や
実践上の注意点について演習を通して学びま
す。

取得単位：
Ｃ 特定コース
「周術期等の口腔機能管理」
ⅡA、ⅢC（2単位）

6月27日㈯
10:00～11:10

※Zoomによる
オンライン開催

定員：40名

「高齢者の義歯と咬合：訪問歯科で
歯科衛生士が気づくべきポイント」

広島大学大学院 医系科学研究科
口腔生物工学研究室 准教授

歯科医師 田地 豪 先生

内容： 高齢者の特徴を理解し、加齢に伴う
口腔内の変化や噛み合わせの考え方について
学びます。併せて、歯科衛生士が日常のケアや
観察の中で気づくべきポイントを整理し、「歯科
医師に相談すべきサイン」を見極める視点を
養います。

取得単位：
Ａ 臨床研修コース
「摂食嚥下機能療法の基本技術」
ⅡB（1単位）

※令和8年3月より申込みを開始いたします（定員になり次第締切）
※本事業は、公益社団法人日本歯科衛生士会の第5次生涯研修制度に
基づく専門研修（基本研修）の単位が取得できます
（取得単位は各講義で異なりますので、ご確認ください）


